
施工段階の一連の利用前提として、施工前に契約図書を３次元化
 

東海環状とは．．．
○ 国道４７５号 東海環状自動車道は、愛知県、岐阜県、三重県の３県に跨がる延長約１６０kmの

高規格幹線道路（一般国道の自動車専用道路）

○ 中京圏の放射状道路ネットワークを環状道路で結び、広域ネットワークを構築することによる
環状道路内の渋滞緩和、沿線地域の地域産業・観光産業の支援、災害に強い道路機能の確
保を目的に計画された道路である

     「東海環状の工事現場における工夫について」 北勢国道事務所 475

より良いものをつくるため、工事現場のいろいろな取り組みを紹介 

○ 三重県区間における事業概要
①全体延長：約２３.４km（三重県区間）（全体：約１６０km）
②開通延長：１.４km（三重県区間）（全体：約８２km）
※平成２８年８月１１日 東員IC ～新四日市JCT開通
※平成３０年度  （大安IC ） ～ 東員IC開通予定

各区間の事業進捗状況

※（ ）書きのIC・JCT名は仮称 
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平成３０年度 開通目標 

平成２８年８月１１日開通 

４．４ｋｍ※着色部分まで進捗

・路体盛土を対象とし、平成２９年１１月に施工予定

① ＵＡＶによる起工測量

（ＩＣＴ建設機械データ） 

平成２９年度 東海環状 
大安IC南部道路建設工事 

施工中 

平成２７年度 東海環状 
大安ICBランプ西橋梁下部工事 

施工済 

○ 平成２９年度 東海環状大安ＩＣ南部道路建設工事 土工において【 i-Construction 】を活用 ○ 平成２７年度 東海環状大安ＩＣＢランプ西橋梁下部工事 基礎工において【 i-Construction 】を活用

写真⑥ 

（３D 設計データICT建機取込み） 

③ ＩＣＴ建設機械施工

（マシンガイダンスバックホウ施工状況）

④ ３次元出来形管理

② ３次元設計データ作成

３D 設計データ 

(点群データ整理) 

（３次元出来形管理測量） （３次元出来形データ） 

【i-Construction ～建設業の生産性向上】  【平成２９年度 東海環状大安IC南部道路建設工事】 

【平成２７年度 東海環状大安ICＢランプ西橋梁下部工事】 

①ＵＡＶによる起工測量
ＵＡＶ等による写真測量等により、短時間で面的（高精度）な３次元測
量を実施。

 ②３次元設計データ作成

③ICT建機による施工

３次元設計データ等により、ICT建設機械を自動制御し、建設現場の
loＴ（※）を実施。

④ ３次元出来形管理等の施工管理

多点観測を前提とした面的な施工管理基準の設定
⑤３次元データの納品

電子納品等運用ガイドラインに基づき３次元データを納品

①３次元起工測量

②３次元設計データ作成

３Ｄスキャナ測量等により、３次元測量を実施。
３Ｄ設計データをＩＣＴ建機へ取込み。

 ③ＩＣＴ建機施工
マシンガイダンスバックホウによる施工

 ④ ３次元出来形管理等の施工管理

多点観測を前提とした面的な施工管理基準の設定

② ３次元設計データ作成

（３D複合データ） 

（写真解析３次元点群処理） 

（振動ローラ（１０ｔ級）転圧状況） 

③ICT建機による施工

（基礎杭出来形写真） 

（大安IC） 
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省人化 

 ICTの導入等により、

中長期的に予測される

技能労働者の減少分
を補完

i-Constructionにより、
これまでより少ない人数、
少ない工事日数で同じ
工事量の実施を実現

-con
i 

 現場作業の高度化・効率化により、
工事日数を短縮し、休日を拡大

① ３次元起工測量

（３Dレーダースキャナー測量） 

（３Ｄバックホウ（０．８ｔ級）法面整形状況） 
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※loTとは様々なモノにセンサーなどが付され、ネットワークにつながる状態
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【2018開通予定（6.4km）】 

2017.10.22開通（3.1km） 

岐阜ＰＡ
岐阜三輪
スマートＩＣ

海津ＰＡ
海津スマートＩＣ

本巣ＰＡ

北勢ＰＡ

【2019開通予定（7.6km）】 

【2019開通予定（8.4km）】 
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財投活用 

【2024年度供用見込み 
（用地取得等が順調な場合）（19.2km）】 

【 2024年度供用見込み 
（用地取得等が順調な場合） 
（6.6km）】 

財
投
活
用

【2022年度(から順次供用見込み 
（2024年度(全線供用見込み）】 
速度低下箇所に付加車線設置

財
投
活
用

その他の国幹道 
（事業中）

開通済

事業中

： IC ： JCT

その他の国幹道

注) IC･PA名は仮称（開通済部分を除く）

（開通済）

： ＳIC

 （大安ＩＣ）～東員ＩＣ区間における建設ＩＣＴ（情報化施工）の活用 

豊田松平IC



 新技術を用いた施工（ＮＤリターダー工法の採用） 

    設計照査・現場におけるＣＩＭの活用、情報の共有化 

 NDR工法の採用に当たっては、以下の手順で検討した。 

温度応力によ
るひび割れ対
策の検討 

ＦＥＭ解析の実施 

対策案について
比較検討 

新規の工法 

  ＮＤＲ工法の検討 

従来の工法 

  誘発目地の検討 

実施工に必要
な過程 

モルタル簡易試験
の実施  

供給プラントによる
試験練りの実施 

誘発目地配置本数
の決定 

工事期間の
設定 

•実施工程を立案し遅延日数、養生日数を確保した。 

•夏季、冬季等の状況に合わせ、セメントをNかBBを決定した。 

施工前試験
の実施 

•配合試験 添加量を数種類行い、効果の確認に追随させた。 

•試験で得た遅延日数を工程で確保した日数に反映し添加量を決定した。 

•セメント工場の変動が多い場合は試験回数を増やす。 

効果の確認
方法 

•温度計での硬化（遅延状態）確認した。 

•テストピースでの効果確認を行い、温度計と比較し遅延を確認した。 

•効果を確認し、遅延が一致しない場合は試験結果に基づき添加量の変更を行う。 

フィード
バック 

•今回のケースを含め、壁厚や打設時期、NDリタ－ダー添加コンクリートの打
設高さ、セメントとの相性等を加味し、ひび割れの発生を可能な限り抑制する
ことで、長寿命化につながると考える。 

NDR工法 採用結果のまとめ 
場所打ち函渠完成 

NDR工法 内面完成 

NDR工法H=５００ 

目地や段差もなく、 
美観の向上が図られた 

NDR工法 外面完成 

(NETIS：TH-120031-VE) 

収縮 

収
縮 

超遅延剤添加コンクリート 
で材料面から再現 

ひび割れ発生
位置を制御 

マスコンクリートひび割れ対策の検討 

○ 平成２８年度 東海環状大安地区改良工事 函渠工において【ＮＤリタ－ダー（ＮＤＲ）工法】を活用         

場所打ち函渠（壁圧：Ｗ＝１．６ｍ 内空断面：Ｗ×Ｈ＝５．１ｍ×９．１ｍ ）を施工するにあたり、 
下端が拘束された壁で５０ｃｍ以上であり、「マスコンクリート」として、ひび割れ対策を講じることとした。         

NDリターダー添加コンクリートと側壁・頂版コンクリートは連続して打ち込むことを原則とする。 
コンクリートの打込みは従来の施工方法と同一に行う。 

ＮＤＲ工法の施工方法 

安全管理： 位置関係を視覚的に捉えることができた。 
        安全教育資料として効果的であった。 
   課題： クレーンを動かせるようにするとよい。 

活用項目（シーン） ① 

CIMモデル 地形データ 

３Ｄレーザースキャナ 
を使用して取得 

クレーンと下部工・架空線との干渉を確認 

工期（工程）： 設計照査時の検証時間が削減され、 
         現地架設では部材の干渉などによる手戻りを防止できた。 
 安全管理： 部材反転時等の安全性が向上した。 
    課題： 発注時に３次元データがあると効率化は更に進む。 

活用項目（シーン） ② 

CIMモデル 

干渉確認 

桁の重心確認 

仮組ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 

 イメージアップ： 地元説明会資料として、視覚的に分かりやすい資料となった。 
       課題： もっと容易に操作できるソフトが必要。 

現場見学会資料に使用 

CIMモデル 地形データ 

グーグルマップの 
データを使用 

○ 平成２８年度 東海環状長深２橋梁鋼上部工事 
○ 平成２８年度 東海環状長深４橋梁鋼上部工事 

 （大安ＩＣ）工事の概要をタブレットで【（大安ＩＣ）カード】を読み取ることで３Ｄ映像にて紹介 

・名刺サイズのカードに様々な情報が入力されている 
・カードにはナレーションやキャプションの付与が可能 
・スマートフォンがあればいつどこでも｢大安ＩＣの情報｣を確認可能 
・ＱＲコードで北勢国道事務所とリンク → 現場状況を写真でも確認可能 

（大安ＩＣ）カードについて 

○ 平成２８年度 東海環状大安ＩＣＥランプ橋ＰＣ上部工事        

架設状況 

活用項目（シーン） ③ 

事務所での取り組み 

現在、（大安ＩＣ）～東員ＩＣで約２０本の上部工が施工されており、架設時などに交通規制が多く発生する。 
円滑に工事を行い、かつ、地元の皆さんへの影響が最小限となるように、 
【東海環状自動車道工事交通規制に関する関係機関調整会議】を警察や県、市と共に定期的に開催している。 
また、地元に周知するために、交通規制について記者発表を定期的に行っている。 

部材の干渉、重心位置を確認 
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